
第3号様式(第12条関係) 

作成日    年  月  日  

消防訓練実施記録書 

（統括）防火・防災管理者 氏名          

防
火
対
象
物 

住  所 秦野市 

建物全体の名称  消防法上

の用途 
  項 

訓 

練 

実 

施 

概 

要 
等 

実施日時     年  月  日( )  時  分から  時  分まで 

実施範囲 □全 体    □部 分（               ） 

訓練種別 

１ 防火管理者の行う消防訓練 

 □総合訓練（消火、通報及び避難訓練を一連の動作で行う訓練） 

 □個別訓練（□消火訓練  □通報訓練  □避難訓練） 

２ 統括防火管理者の行う消防訓練 

 □総合訓練（消火、通報及び避難訓練を一連の動作で行う訓練） 

 □個別訓練（□消火訓練  □通報訓練  □避難訓練） 

３ 防災管理者又は統括防災管理者の行う消防訓練 

 □避難訓練（地震災害等に係る訓練） 

 □その他の訓練（                 ） 

今年の訓練 

実施回数 
       回 参加人員        人 

訓練想定 

 □ 火 災    □ 地 震    □ その他 

（内容） 

  

  

発  災     時  分  秒 

消火(避難)開始     時  分  秒 

119番通報     時  分  秒 

避難完了     時  分  秒 

反省内容 

  

  

  

備考 

１ 消防訓練とは、消防計画に基づく訓練です。 

２ □欄は、該当する箇所にレ点で記入してください。 

３ この様式を作成後は、必ず防火管理維持台帳等に綴り、３年間保存してくださ

   い。 
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記  入  例 



消防訓練実施記録書記入要領 

項  目 記 入 要 領 

(1)  作 成 日 消防訓練実施記録書を作成した年月日を記入します。 

(2)  氏 名 

防火管理者または防災管理者の氏名を記入します。 

※ 該当しない文字は取り消し線で抹消します。 

(例) 事業所の防火管理者の場合 

（統括）防火・防災管理者 氏名 消防太郎 

(3)  住 所 消防訓練を実施した建物の住所を記入します。 

(4)  名 称 消防訓練を実施した建物の名称を記入します。 

(5)  用 途 

建物の用途を消防法施行令別表第１に掲げる用途区分によ

り記入します。 

(例) 飲食店の場合   物品販売店舗の場合 

    ３ 項 ロ     ４ 項 

(6)  実 施 日 時 消防訓練を実施した日時を記入します。 

(7)  実 施 範 囲 

該当する項目の□欄にレ点で記入します。 

全 体・・建物全体で実施した場合 

部 分・・テナントビル等で事業所ごとに実施した場合 

(例) □部 分（ １階 ○○店舗 ） 

(8)  訓 練 種 別 該当する項目の□欄にレ点で記入します。 

(9)  実 施 回 数 年又は年度で実施した訓練の回数を記入します。 

(10) 参 加 人 員 訓練に参加した人数を記入します。 

(11) 訓 練 想 定 
該当する□欄にレ点を記入し、内容欄に訓練想定の概要を記

入します。 

(12) 発 災 時 分 火災（地震等）が発生した時間を記入します。 

(13) 消火(避難)開始時分 初期消火（避難）を開始した時間を記入します。 

(14) １１９番通報 １１９番通報を開始した時間（模擬も含む）を記入します。 

(15) 避難完了時分 避難が完了した時間を記入します。 

(16) 反 省 内 容 訓練の反省を記入します。 
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